
■発行日／平成22年4月10日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350−8601埼玉県川越市元町１丁目３−１ http://www.city.kawagoe.saitama.jp/
■編　集／広報室 L049−224−8811（代表）O049−225−2171
■印　刷／㈲新広社

広報川越1220

　
　
　
　
　
　
　

�
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
川
越
の
歴
史
や
文
化
財

に
興
味
を
持
つ
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

本
格
的
な
農
作
業
を
目
前
に
控
え
た
4
月
。こ
の
時
期
、

秋
の
豊
作
を
祈
っ
た
り
、
夏
に
多
く
な
る
疫
病
な
ど
の
災

い
を
は
ら
っ
た
り
す
る
行
事
が
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
中
の
一
つ
、
今
年
が
本
祭
り
に
あ
た
る
石
原
の
さ

さ
ら
獅
子
舞
。
始
ま
り
は
、
慶け

い

長
ち
ょ
う

十
二
年（
一
六
〇
七
）

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
後
、寛か

ん

永え
い

十
一
年（
一
六
三
四
）

に
、若わ

か

狭さ

小お

浜ば
ま

へ
転
封
と
な
っ
た
川
越
城
主
酒さ

か

井い

忠た
だ

勝か
つ

が
、

雌
雄
二
頭
と
舞
人
を
伴
っ
た
こ
と
で
一
時
中
断
。
宝ほ

う

永え
い

六

年（
一
七
〇
九
）に
復
活
し
、現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

勇
壮
な
舞
を
演
じ
る
の
は
、
先
獅
子
・
中
獅
子
・
後
獅

子
の
三
頭
と
、
少
年
が
演
じ
る
山
の
神
。
笛
と
竹
製
の
さ

さ
ら
の
音
に
合
わ
せ
た
舞
に
は
、
十
二
の
場
面
が
あ
り
、

小
唄
が
歌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
さ
ら
を
演
奏
す

る
四
人
の
さ
さ
ら
っ
こ

は
、
花
笠
を
か
ぶ
り
、

四
方
を
固
め
ま
す
。

　

獅
子
舞
は
、
17
日
㈯

と
18
日
㈰
の
二
日
間
、

観
音
寺
や
本
応
寺
の
ほ

か
、
ま
ち
を
清
め
な
が

ら
巡
り
ま
す
。
二
日
目

に
舞
を
演
じ
な
が
ら
高

沢
橋
を
渡
る
場
面
が
ハ

イ
ラ
イ
ト
で
す
。

春
分
の
日
の
早
朝
。
同

僚
が
出
場
す
る
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
イ
ス
ス

レ
ッ
ジ
ホ
ッ
ケ
ー
決
勝
を
テ

レ
ビ
観
戦
。
心
の
内
と
部
屋

の
外
、
春
の
嵐
が
音
を
立
て

て
、吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。

観
戦
後
は
一
変
し
て
、
穏
や

か
な
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
、

ぽ
か
ぽ
か
気
持
ち
の
良
い
天

気
に
。
銀
メ
ダ
ル
の
感
激
に

し
ば
し
浸
り
ま
し
た
。

　

春
は
、
進
学
・
就
職
・
退

職
な
ど
を
き
っ
か
け
に
新
し

く
何
か
が
始
ま
る
転
機
の
季

節
。
大
き
な
変
化
は
、
天
気

だ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

小
学
校
で
は
一
年
生
が
、
体

よ
り
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を

背
負
い
、
元
気
に
登
校
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
ラ
ン
ド

セ
ル
の
黄
色
い
カ
バ
ー
は
、

安
全
運
転
を
再
確
認
す
る
、

き
っ
か
け
の
合
図
で
す
。

編
集
後
記

	

ど
ん
ぐ
り

川
越
歴
史
探
訪

古
き
を
訪
ね
て
新
し
き
を
知
る

文
化
財
保
護
課
L
2
2
4
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0
9
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石い
し

原わ
ら

の
さ
さ
ら
獅し

子し

舞ま
い

　　　　　　�このコラムでは、川越の農産物や、

旬の食材を紹介していきます。

　南部地域に広がる畑地では、ほうれん草、
小松菜、里芋などの生産が盛んです。
　春は、たまねぎが旬を迎える季節。取れ
たてを出荷する、この時期の「新たまねぎ」

は、みずみずしく、辛みが少ないのが特徴です。薄切りにしてポン酢で食べると、おいし
さが引き立ちます。日持ちがしないので、早めに食べ
切るのがポイント。農家が庭先などでつるしているた
まねぎは、保存用です。高い湿度がとっても苦手なた
め、風通しの良い場所につるされ、出番を待ちます。
　また、春の七草のひとつで、「すずな」とも呼ばれ
る「かぶ」もこの時期に収穫されます。春のかぶ（写真）
は、とても柔らかく、くし切りや輪切りにして、葉も
一緒に浅漬けにすると一層おいしく食べられます。
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